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論文内容の要旨 
本研究では、心臓血管手術を受ける患者を対象とし、ストレスによる身体反応の指標として
周手術期におけるバイオマーカー群の測定を行い、その変動を明らかにし、ストレスによる主
観的反応の指標として患者の疼痛および倦怠感を VAS法を用いた質問紙にて測定し、さらにせ
ん妄尺度によるせん妄および認知力の評価を行うことで、周術期にある患者の看護における身
体的かつ心理的側面からの看護ケアの示唆を得ることを目的に研究を行った。 
35 名から研究協力を得、術前日、術前、術直後、術後 2~3 時間後、術後 1 日目から 5 日目
の各測定ポイントで唾液を採取し、唾液中 CgA濃度とコルチゾール濃度を測定した。また、術
後 2~3 時間後から術後 5 日目の各測定ポイントで VAS を用いて疼痛と倦怠感の主観的評価デ
ータを収集し、ICDSCを用いてせん妄と認知力の低下の有無を測定した。 
結果、唾液中 CgA 濃度およびコルチゾールは、術後に急激に上昇し、術後 2 日目に術前日
値まで低下した。VASスコアを用いた主観的反応については、術後 1日目の疼痛と術後 2日目
の倦怠感、術後 4日目の疼痛と術後 5日目の倦怠感に有意な相関を認め、先行した疼痛が後発
する倦怠感の原因になることが示唆された。 
唾液中ストレスバイオマーカーと主観的反応の関係性は、唾液中 CgA濃度と疼痛および倦怠
感 VAS スコアでは、CgA が先行して上昇し、後発して患者が知覚する疼痛や倦怠感が出現す
る現象を認めた。一方、唾液中コルチゾール濃度は、疼痛、倦怠感ともに VASスコアとの有意
な相関を認めなかった。 
認知機能については、ICDSCを用いてせん妄の発症を判別し、発生率は 11.4%であった。ま
た術後 5 日目までの期間中にサブスケール陽性を示した症例数は、51.4%であり、認知機能の
低下を認めた。認知機能低下と CgA 濃度の平均値の差を比較したところ、術前日、術後 2 日
目、3日目、4日目に有意な差を認めた。対して、コルチゾールでは有意な差を認めなかった。
術前日の唾液中 CgA 濃度が術後認知機能低下の予測に使用できるかを検証すると、ROC曲線
  
面積 0.76（p=0.03、95%CI：0.55-0.99）で、感度は 0.857、特異性は 0.750の有意な曲線が得
られ、カットオフ値の CgA濃度は、7.89pmol/mlであった。 
本研究結果を基に術後認知機能低下を予測するためのアセスメント指標に活用できると考える。 
 
審査結果の要旨 
本研究は、周手術期における唾液中ストレスバイオマーカーの変動とせん妄尺度によるせん
妄状態および認知力との関係に関する研究である。 
従来、しばしば周手術期に発症するせん妄は、術前からの予測が難しく、危険因子も明確で
はなかった。周手術期ストレスによって起きるせん妄および認知力異常は、周手術期の患者を
観察してスコア化し、その時点で評価するしかなかった。 
 今回、井上氏らは心臓血管手術を受ける患者を対象とし、周手術期におけるストレスによる
身体反応の生体指標として唾液中クロモグラニン A（CgA）濃度およびコルチゾール濃度を免
疫学的に測定した。さらにそれらのバイオマーカーが周手術期に発症するせん妄の予測因子に
なるか否かを経時的に検討した。これらの測定には Enzyme-linked Immunoassay法を使用し
た。ストレスによる主観的反応の指標として患者の疼痛および倦怠感を Visual Analogue Scale
によって測定した。さらに、ストレスによるせん妄および認知力の指標として Intensive Care 
Delirium Screening Checklistを用いた。 
唾液中 CgAは、コルチゾールよりも自覚的疼痛および倦怠感に鋭敏に反応して増加した。唾
液中 CgAの上昇は、自覚的疼痛および倦怠感に先行することがわかった。また、術前 CgA高
値を示す被験者がせん妄状態をおこしやすいことも判明した。術前 CgAは、術後認知機能低下
を予測するためのアセスメント指標に活用できると考えられた。副次的産物ではあるが、唾液
中 CgAのカットオフ値が 7.89 pmol/mlであることもわかった。 
今後、クリティカルケアの実践の場で唾液中 CgAを測定できるようになれば、ストレスによ
る疼痛および倦怠感を起こし易いハイリスクグループを予め予測することで、的確なケアが行
えると思われる。疼痛および倦怠感という主観的感覚やせん妄および認知力低下という精神現
象を、生体指標（CgA）によって測定するアプローチは看護学の研究としては画期的である。 
以上のことから、本研究は周手術期におけるストレスバイオマーカーと主観的反応および認
知機能について重要な知見を得た価値ある研究成果と認める。本審査委員会は、本研究論文は
研究テーマのユニークさ、アプローチの独創性、新規修得した研究方法、研究への着実な取り
組み、正確な現象の記述、適切な統計処理、論理的な論証による考察、研究成果の有用性と実
践への発展性、クリティカルケア看護学発展への学術的価値があると結論づけ、博士（看護学）
の学位を授与するに値することを認めた。今後、井上氏には本研究で獲得した精神現象と生体
指標とを融合する研究アプローチを応用して、看護学を学際的に発展されることを期待してい
る。 
 
